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一般会計補正予算２億１,　　　　　　　　541万円追加（総額179億9，８００万円）
※主な補正内容・概算額で表示

災害復旧

社会資本整備

財政基盤の強化

教育環境整備

１，３００万円

７，８００万円

▲３，５００万円

▲９，２００万円

２，６００万円

▲ 2 億７千万円

１億７，５００万円

4,000 万円

社会資本整備総合交付金事業の事業割当額
が減額されたことに伴う工事費の減。
　※1億7千万円→7,800万円

花北下手線舗装整備、高柳木崎線側溝整備

※大口中央中プール・小学校校舎屋根防水工事を
　一般財源で借置

取崩総額7億7,600万円
残高見込58億1,900万円

校舎屋根防水工事
（牛尾小・羽月小・本城小）
※当初予定していた以下の事業が国の事業割
当を得られなかったため、工事内容を変更し
た。　　　　　　　　　　　　　　▲1億円
・小学校外壁改修工事
（牛尾小・羽月小・本城小）

6.21梅雨前線豪雨による災害復
旧（市内一円）

河川整備（土木工事）

市道等の路線整備（土木工事）

過疎対策事業債（ハード分）の減額調
整

財政調整基金（追加取崩）

普通交付税（決定）
５１億2,800万円
（昨年度より▲3億円）

臨時財政対策債（決定）
4億1,500万円

小学校の改修
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一般会計補正予算２億１,　　　　　　　　541万円追加（総額179億9，８００万円）

スポーツの振興

農業振興 地域振興

畜産振興

１５５万円

1 ００万円 １，１００万円 

８５０万円 

１, ０００万円 

2019年南九州4県主催全国高校総体に向け、地元カヌー選手の育成・強化を図るため、カナディアンフォ
ア艇を購入する伊佐農林高校カヌー部を支援する。

9月定例会は、9月1日から10月17日まで47日間の日程で開かれました。
審議の結果、補正予算2億1,541万円は原案のとおり可決しました。補
正予算の使い道を一部ご紹介します。

国の6次産業化事業の補助を受けない農林漁
業者等の新商品の開発や販路開拓・拡大を支
援する。1団体追加支援を予定。
※今年度既実績：２団体

　ふるさと応援寄附金を6,300万円増の1億円と
見込み、お礼の特産品を購入してお届けする。
※8月10日現在の寄附額　
1,250件2,783万8千円（昨年同時期の4倍）

畜産クラスター事業に対する県補助金が増額決定（県10/10）

飼料作物確保対策事業（飼料用稲収穫機導入）に対する県補助金が追加決定（県10/10）

カヌー競技力向上を支援

6次産業化支援事業
（H26 〜 H28）

特産品をお礼としてお届け
（追加分）

畜産業の有益性向上を支援（畜産クラスター事業）

降灰地域飼料作物確保対策事業により飼料作物を確保

第３回
定例会

カナディアンフォア艇（イメージ）
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市
道
十
曽
線
に
係
る
補
正

だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体

的
な
内
容
は
。

　

市
道
部
分
２
．
１
２
１
㎡

の
未
登
録
が
判
明
し
た
。
市

有
財
産
と
し
て
登
記
す
る
た

め
の
予
算
要
求
で
あ
る
。

　

当
初
予
算
で
８
棟
分
の
予

算
計
上
だ
っ
た
が
、
増
額
の

理
由
は
。

　

７
月
現
在
で
、
13
件
の
要

望
が
あ
る
。
５
棟
分
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
と
、
今
後
予

想
さ
れ
る
２
棟
分
を
合
わ
せ

た
、
７
棟
分
の
増
額
で
あ

る
。

　

こ
の
補
助
金
、
ど
の
よ
う

な
使
途
に
な
る
の
か
。

　

実
行
委
員
会
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
氷
の
ス
テ

ー
ジ
を
使
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
や
氷
の
滑
り
台
に

用
い
る
設
備
等
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

滞
納
整
理
指
導
員
の
旅
費

増
額
の
理
由
は
。

　

前
任
者
は
鹿
児
島
市
在
住

で
、
新
任
の
嘱
託
員
は
熊
本

県
上
益
城
郡
の
方
で
あ
る
。

通
勤
旅
費
が
増
え
た
た
め
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
執
行
状
況
と

３
０
０
万
円
増
額
補
正
の
内

容
は
。

　

今
年
度
は
、
す
で
に
11
件

執
行
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

に
13
件
の
危
険
家
屋
解
体
の

申
請
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
応

す
る
補
正
で
あ
る
。

　

こ
の
積
立
で
、
年
度
末
残

高
が
58
億
１
９
０
０
万
円
の

見
込
み
に
な
る
。
財
政
調
整

基
金
に
対
す
る
、
基
本
的
な

考
え
は
。

　

平
成
27
年
度
の
繰
越
金

が
、
４
億
１
千
万
円
。
地
方

財
政
法
に
基
づ
き
、
余
剰
金

の
２
分
の
１
を
下
回
ら
な
い

額
を
積
み
立
て
る
。
こ
れ
ま

委員会報告

各
委
員
会
報
告

主
な
質
疑
と内

容

で
、
こ
の
よ
う
に
積
み
立
て

ら
れ
て
き
た
結
果
が
、
年
度

末
残
高
に
な
る
。
今
後
、
大

規
模
な
普
通
建
設
事
業
な
ど

が
予
定
さ
れ
、
順
次
取
り
崩

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
見
込
み
で
あ
る
。

　

施
設
管
理
費
・
委
託
料
47

万
円
の
使
途
は
。

　

菱
刈
中
央
地
区
の
処
理
場

か
ら
、
水
路
に
沿
っ
て
東
側

に
走
る
管
路
が
た
び
た
び
詰

ま
る
。
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
、

配
管
の
中
を
調
査
す
る
。

総
務
産
業
委
員
会

公
有
財
産
購
入
費

２
９
０
万
円

牛
舎
施
設
整
備
事
業

３
５
０
万
円

建
設
課

農
政
課

ア
イ
ス
ワ
ー
ル
ド

in
伊
佐

補
助
金
１
５
０
万
円

危
険
家
屋
解
体

３
０
０
万
円

賦
課
徴
収
費

８
万
１
千
円
増
額

財
政
調
整
基
金

２
億
１
千
万
円

議
案
第
76
号

平
成
28
年
度
伊
佐

市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

総
務
課

税
務
課

財
政
課

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ



伊佐市議会だより　2016（平成28年）第32号5

委員会報告

　

減
額
の
内
容
は
。

　

小
学
校
の
外
壁
補
修
工
事

が
国
の
事
業
割
り
当
て
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
減
額
す

る
。
た
だ
し
、
校
舎
の
屋
根

防
水
工
事
は
実
施
す
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

菱
刈
中
学
校
に
、
学
習
支

援
員
を
３
人
増
員
し
て
生
徒

の
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

全
体
的
に
小
学
校
の
施
設

が
老
朽
化
し
て
き
て
お
り
、

修
理
費
が
嵩
ん
で
き
て
い
る

た
め
追
加
す
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
研
修
旅
費
で
あ
る
。

　

増
額
理
由
は
。

　

平
成
31
年
に
開
催
さ
れ
る

全
国
高
校
総
体
の
競
技
力
向

上
の
た
め
、
伊
佐
農
林
高
校

が
購
入
す
る
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

種
目
の
４
人
艇
の
購
入
補
助

金
で
あ
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
含

む
任
意
の
団
体
が
行
う
互
助

活
動
に
対
し
、
商
品
券
に
交

換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で

支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

を
図
る
事
業
で
あ
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

ま
ご
し
温
泉
の
深
井
戸
ポ

ン
プ
の
ス
ペ
ア
を
購
入
す

る
。

工
事
請
負
費

５
５
０
０
万
円
減
額

賃
金
２
４
７
万
９
千

円
増
額

補
助
金
１
５
５
万
円

増
額

修
繕
料

５
０
０
万
円
増
額

旅
費
の
増
額

老
人
福
祉
総
務
費
報

酬
費
等
の
増
額

備
品
購
入
費

３
２
２
万
７
千
円

増
額

教
育
委
員
会
総
務
課

学
校
教
育
課

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

福
祉
課

健
康
長
寿
課

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

文
教
厚
生
委
員
会

まごし館

商品券

羽月小学校　屋根防水工事
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審 

査 

内 

容

　

決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
27
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
と
も
に
歳
入
歳
出
決
算

書
、
主
要
な
施
策
の
成
果
説
明

書
に
基
づ
き
、
６
日
間
に
わ
た

り
各
課
ご
と
に
説
明
を
求
め
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
決
算
の
審

査
結
果
は
第
３
回
定
例
会
で
報

告
さ
れ
全
て
の
決
算
案
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

現
地
調
査
対
象
箇
所

○
建
設
課

・
十
曽
線
道
路
改
良
工
事

○
林
務
課

・
森
林
管
理
道
路
開
設
事
業

○
環
境
政
策
課

・
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　

施
設
整
備
工
事

・
大
口
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

設
備
補
修

○
伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

・
鶴
田
ダ
ム
水
質
浄
化
施
設

（
ビ
オ
ト
ー
プ
）

○
農
政
課

・
６
次
産
業
化
支
援
事
業

（
沖
田
黒
豚
牧
場
）

・
水
田
高
度
利
用
化
対
策
事
業

（
下
手
）

○
企
画
政
策
課

・
子
育
て
交
流
拠
点
施
設
整
備

○
教
育
委
員
会
総
務
課

・
菱
刈
中
学
校
特
別
教
室
棟

　

大
規
模
改
修

・
菱
刈
小
学
校
校
舎
改
築

審
査
を
通
じ
て
の

指
摘
事
項

　
　

（
主
な
事
項
抜
粋
）

総
務
課

○
消
防
団
員
が
定
員
割
れ
し
て

い
る
の
で
、
団
員
確
保
の
た

め
、
地
域
や
職
場
の
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
さ

れ
た
い
。

○
防
火
水
槽
に
つ
い
て
は
消
防

水
利
の
不
十
分
な
地
区
を
優
先

し
て
建
設
を
推
進
さ
れ
た
い
。

○
災
害
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

建
物
及
び
非
構
造
部
材
の
耐
震

性
向
上
や
洋
式
ト
イ
レ
の
普
及
、

畳
・
マ
ッ
ト
等
の
備
品
を
充
実

さ
れ
た
い
。e-Ga

な
ん
ち
ゅ
う

の
活
用
も
検
討
さ
れ
た
い
。

企
画
政
策
課

○
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
養

成
事
業
に
つ
い
て
は
、
後
々
ま

で
事
業
の
成
果
が
生
か
さ
れ
る

よ
う
フ
ォ
ロ
ー
を
行
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

○
重
留
地
区
の
多
目
的
公
園
に

つ
い
て
は
、
特
別
支
援
学
校
等

の
用
地
と
し
て
目
的
を
早
期
に

決
定
す
る
と
と
も
に
、
道
路
排

水
路
、
調
整
池
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

財　
政　
課

○
土
地
等
の
公
有
財
産
売
却
に

当
た
っ
て
は
、
近
傍
の
民
有
地

売
買
価
格
へ
の
影
響
も
考
え
ら

れ
る
が
、
応
募
者
が
入
札
に
参

環境政策課：汚泥再生処理センター施設造成

平成27年度決算
一般会計など8会計を認定

○水道事業会計決算状況 （単位：円）

区　　　分 収　　　入 支　　　出

収　益　的 416,475,361 339,050,510

資　本　的 182,908,000 353,951,993

資本的収入額が資本的支出額に不足する額171,043,993円は、減債積立
金50,000,000円、過年度分損益勘定留保資金104,050,444円及び当年度消
費税資本的収支調整額16,993,549円で補てんされている。

○平成27年度一般会計・特別会計決算状況 （単位：千円）

区　分
会　計

歳入額
（A）

歳出額
（B）

差引額
（C）

翌年度へ繰越
すべき財源（D）

実質収支
（C）−（D）＝（E）

一　般　会　計 18,209,099 17,680,335 528,764 116,291 412,473

特

別

会

計

国民健康保険事業 5,092,725 5,091,380 1,345 0 1,345

介護保険事業 3,158,754 3,077,675 81,079 0 81,079

介護サービス事業 30,746 19,381 11,365 0 11,365

後期高齢者医療 422,729 422,120 609 0 609

簡易水道事業 7,019 6,998 21 0 21

農業集落排水事業 173,458 173,127 331 0 331

小　　計 8,885,431 8,790,681 94,750 0 94,750

合　　　計 27,094,530 26,471,016 623,514 116,291 507,223
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加
し
や
す
い
価
格
設
定
な
ど
努

力
し
、
実
績
を
上
げ
ら
れ
た

い
。

健
康
長
寿
課

○
乳
が
ん
検
診
の
伸
び
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
各
種
検
診
受
診
率

の
向
上
に
努
力
さ
れ
て
い
る

が
、
伊
佐
地
区
は
、
従
来
か
ら

脳
卒
中
死
亡
率
の
高
さ
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
健
康
増

進
の
た
め
、
各
種
検
診
や
健
康

教
育
事
業
に
よ
り
多
く
の
市
民

に
参
加
し
て
も
ら
う
に
は
、
地

域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
が
欠
か

せ
な
い
と
考
え
る
。
ど
う
い
う

方
法
が
あ
る
か
大
い
に
研
究
さ

れ
た
い
。

農
業
委
員
会

○
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、

農
政
、
林
務
課
等
と
連
携
を
密

に
し
発
生
の
抑
制
に
努
め
る
と

と
も
に
、
土
地
の
生
産
性
が
上

が
る
よ
う
な
土
地
利
用
の
転
換

を
含
め
検
討
さ
れ
た
い
。

農　
政　
課

○
新
規
需
要
米
等
作
付
け
拡
大

で
農
家
の
経
営
所
得
安
定
対
策

を
強
化
さ
れ
た
い
。

○
外
来
魚
被
害
防
止
の
た
め
、

捕
獲
・
駆
除
に
つ
い
て
は
、
効

果
の
高
い
捕
獲
方
法
の
研
究
を

す
す
め
ら
れ
た
い
。

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

○
ビ
オ
ト
ー
プ
の
宣
伝
と
維
持

管
理
を
強
化
し
て
観
光
と
併

せ
、
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て

生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
定
住
体
験
住
宅
が
確
実
に
移

住
・
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
運

用
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

建　
設　
課

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の

回
収
は
著
し
く
低
い
の
で
、
先

進
事
例
等
の
研
究
も
行
い
実
効

性
の
高
い
事
務
の
執
行
に
努
力

さ
れ
た
い
。

教
育
委
員
会
総
務
課

○
各
学
校
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
羽
月
小
学
校
の
旧

幼
児
学
級
校
舎
、
菱
刈
中
体
育

館
床
等
安
全
面
か
ら
の
検
討
を

さ
れ
た
い
。

○
教
職
員
住
宅
の
空
家
が
５
軒

あ
る
が
、
活
用
推
進
を
図
ら
れ

た
い
。
住
宅
と
し
て
の
不
備
が

あ
れ
ば
改
善
さ
れ
た
い
。

社
会
教
育
課

○
祁
答
院
住
宅
に
つ
い
て
は
、

国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
国
指

定
重
要
文
化
財
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
可
能
な
限
り
の
一
般
公
開

が
で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ
た

い
。

○
学
力
向
上
や
基
本
的
生
活
習

慣
な
ど
、
最
も
重
要
な
基
礎
と

な
る
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
た

め
、
家
庭
教
育
学
級
の
充
実
に

努
力
さ
れ
た
い
。

○主要な財政指標 （単位：千円　％）

区　　　　　分 平成27年度 平成26年度 類似団体

財政力指数（３ケ年平均）※１ 0.36 0.36 0.41

標準財政規模 9,696,521 9,625,868 10,536,749

基準財政収入額 2,950,793 2,864,228 3,326,494

基準財政需要額 7,927,107 7,659,427 8,181,796

経常一般財源収入額 9,533,363 9,057,026 10,010,320

実質収支比率　※２ 4.3 3.3 5.9

経常収支比率　※３ 85.1 88.5 90.1

実質公債費比率　※４ 9.7 10.9 11.1

地方税

徴収率

現年課税分 98.6 98.3 −

滞納繰越分 12.3 12.9 −

合　計 91.9 91.3 −

地方債残高（特定資金を除く） 14,785,589 13,762,873 16,391,913

債務負担行為額 1,100,988 1,278,897 2,710,430

※１【財政力指数】
基準財政収入額を基準財政需要額で
除して得た値の３年間の平均値。高
いほど財源に余裕があるとされる。
（１以上であれば財政力が極めて強
い）
※２【実質収支比率】
標準財政規模に対する実質収支額の
割合。
３％〜５％が望ましいと考えられる。
※３【経常収支比率】
経常的な経費に経常的な一般財源を
どれだけ充当したかを示す。
70％〜 80％が標準とされる。
※４【実質公債費比率】
　市税・普通交付税のように使途が
特定されておらず、毎年度経常的に
収入される財源のうち、公債費や公
営企業債に対する繰出金など公債費
に準ずるものを含めた公債費相当額
に充てられた額の占める割合の３ヵ
年平均値。18％未満が望ましい。

林務課：山ノ神線

委
員
長

岩
　
元
　
克
　
頼

副
委
員
長

今
　
村
　
謙
　
作

委

員

福
　
本
　
千
枝
子

森
　
田
　
幸
　
一

森
　
山
　
良
　
和

畑
　
中
　
香
　
子

柿
木
原
　
榮
　
一

左
近
充
　
　
　
諭

一般会計決算審査特別委員会委員

○健全化判断比率 （単位：％）

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　率

将来負担
比　率

−
（13.39）

−
（18.39）

9.7
（25.0）

−
（350.0）

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質
公債比率又は将来負担比率が算定されない場合は、｢−
｣と記載。
※カッコ内は、本市の早期健全化基準値である。
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議決結果一覧表
議案番号 件　　　　名 議決結果

議案71号 平成28年度伊佐市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案72号 平成28年度伊佐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案73号 平成28年度伊佐市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案74号 平成28年度伊佐市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案75号 平成28年度伊佐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案76号 平成28年度伊佐市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案77号 平成28年度伊佐市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案78号 伊佐市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案79号 伊佐市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案80号
伊佐市十曽青少年旅行村の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

原案可決

議案81号 伊佐市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案82号
伊佐市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

議案83号
伊佐市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指
定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

議案84号 平成27年度伊佐市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決

議案85号 平成28年度伊佐市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案86号 平成28年度伊佐市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案87号 伊佐市ひとり親家庭等医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案88号 平成27年度伊佐市一般会計歳入歳出決算認定について 認定

議案89号 平成27年度伊佐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案90号 平成27年度伊佐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案91号 平成27年度伊佐市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案92号 平成27年度伊佐市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案93号 平成27年度伊佐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案94号 平成27年度伊佐市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案95号 平成27年度伊佐市水道事業会計決算認定について 認定

議案96号 平成28年度伊佐市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

諮問2号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

諮問3号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任
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　第３回定例会（９月）の表決結果
議員氏名 森　

山　

良　

和

今　

村　

謙　

作

山　

下　

和　

義

森　

田　

幸　

一

緒　

方　

重　

則

久　

保　

教　

仁

前　

田　

和　

文

諏　

訪　

信　

一

畑　

中　

香　

子

沖　

田　

義　

一

鶴　

田　

公　

紀

左
近
充　
　
　

諭

柿
木
原　

榮　

一

福　

本　

千
枝
子

市　

来　

弘　

行

中　

村　

周　

二

岩　

元　

克　

頼

丸　

田　

和　

時議案
番号 議　案

88
平成27年度伊佐市一般会計歳入歳
出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
職
の
た
め
表
決
に
は

参
加
し
な
い
。

賛否が分かれた議案のみ（○は賛成、●は反対、欠は欠席）

鹿児島県伊佐市議会議長
　　丸田　和時　様

紹介議員　森山　良和　
請願者　日東自治会長

簗瀬　正秋　
請願の趣旨

　市道日東線簗瀬宅から吉満宅間についての路面補修を一層促進して頂けるよう
請願する。

理由又は説明

　市道日東線が開発されてから、40年程経過しており、路面の劣化が著しい。ま
た、当地区は畜産業主体であり、コンテナ車やバルク車、牛積載車等の大型車が
頻繁に利用しているため、大変危険な状況である。早急な補修が必要だと思われ
る。

平成 28 年度市道（日東）路面補修に関する請願書

請 願 と 陳 情 の 結 果

件名 提出者 紹介議員 付託先 結果

平成28年度市道（日東）路面補修に関す
る請願書 簗瀬　正秋 森山　良和 総務産業委員会 採択



伊佐市議会だより　2016（平成28年）第32号 10

市民生活の
向上をめざし
一般質問
１2人

　

地
方
創
生
。
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、

伊
佐
市
を
活
性
化
す
る
。
こ
れ

を
農
業
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
活
か

し
た
活
性
化
を
目
指
す
べ
き
だ
。

農
業
生
産
の
増
加
、
農
業
所
得

の
向
上
を
図
り
、
農
業
の
魅
力

を
高
め
る
好
循
環
を
実
現
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

農
業
を
よ
り
進
め
て

い
く
た
め
の
施
策
は
、

数
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て

い
る
。
水
田
の
乾
田
化
、
か
ぼ

ち
ゃ
・
ネ
ギ
等
の
補
助
。
こ
れ

を
農
家
の
方
々
に
、
自
分
の
も

の
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
、
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
肝
要
だ
。
作
付
面
積
が
拡
大

し
て
い
る
大
豆
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
収
穫
時
期
が
重
な
る
・

汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
課
題
や

農
業
施
策
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
・

農
業
公
社
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
や
っ
て
い
く
。

　

県
下
一
の
水
田
面

積
・
生
産
収
量
を
抱

え
な
が
ら
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
で
は
薩
摩

川
内
・
鹿
屋
・
肝
属
に
比
べ
て

面
積
は
半
分
以
下
で
あ
る
。
２

年
後
は
、
生
産
数
量
目
標
の
配

分
が
廃
止
さ
れ
、

交
付
金
も
見
直

さ
れ
る
。
農
家

所
得
向
上
の
た

め
に
Ｗ
Ｃ
Ｓ
・

飼
料
米
の
作
付

面
積
拡
大
を
仕

向
け
て
い
く
努

力
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

２
年

後
、
新

し
い
制
度
が
打

ち
出
さ
れ
た
と

き
、
新
規
需
要

米
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
厳
し
い
こ
と
に
な
る

と
思
う
。
努
力
し
て
い
な
い
訳

で
は
な
い
が
、
理
解
が
得
ら
れ

て
い
な
い
。
各
地
域
で
ｈ
ａ
単

位
で
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
狙

い
と
し
て
、
粘
り
強
く
農
家
の

方
々
に
伝
え
て
い
く
。

市
長
／
Ｊ
Ａ
・
農
業
公
社
と

連
携
し
て
進
め
る

大
丈
夫
か
農
業
政
策

久　

保　

教　

仁　
議
員

問

問

答

答
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霞
が
関
で
行
っ
て
い

る
仕
事
を
子
ど
も
た
ち

に
旅
券
を
作
り
勉
強
さ
せ
て
い

る
。
そ
の
場
で
会
話
が
で
き
る

伊
佐
市
庁
舎
見
学
等
、
仕
組
み

が
で
き
な
い
の
か
。

　

体
験
を
通
し
て
学
ぶ

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
な
が

ら
、
ま
た
ほ
か
の
市
町
の
状
況

等
も
見
な
が
ら
研
究
を
し
た
い
。

　

役
所
も
子
ど
も
た
ち

に
話
す
や
り
方
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

お
互
い
の
勉
強
に
な
る
と
思
う

が
。

　

高
学
年
に
な
っ
て
な

お
一
層
、
行
政
等
の
勉

強
を
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
子

ど
も
等
に
対
し
て
教
育
委
員
会

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で

き
る
か
、
研
究
し
た
い
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技

が
追
加
さ
れ
た
が
、
伊
佐
市
に

い
い
場
所
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
余
り
大
き
な
お
金
は
要
ら

な
い
と
思
う
が
。

　

こ
の
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
に
つ
い
て
も
全
国

的
に
も
関
心
が
高
ま
る
の
で
は

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
。

職
員
に
情
報
を
収
集
す
る
よ
う

に
指
示
し
て
い
る
。

　

民
間
コ
ラ
ボ
を

や
っ
た
形
で
の
場
所

づ
く
り
と
い
う
も
の
も
考
え
ら

れ
る
が
。

　

民
間
参
入
を
し
な

が
ら
、
行
政
が
ど
う

関
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

は
今
後
研
究
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

霞
が
関
子
ど
も
旅
行
券

を
ど
う
思
う
か

中　

村　

周　

二　
議
員

教
育
長
／
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
研
究
を
し
た
い

　

知
事
が
交
代
し
た
こ

と
で
、
子
ど
も
医
療
費
、

給
食
、
奨
学
金
等
の
伊
佐
市
へ

の
影
響
は
。

　

新
知
事
は
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
は
、

窓
口
で
の
一
時
払
い
を
０
円
に

す
る
と
発
表
。
現
物
給
付
方
式

に
変
え
る
な
ど
の
方
針
は
具
体

的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
給
食

費
に
つ
い
て
は
振
興
局
を
通
じ

て
何
か
し
ら
の
連
絡
が
あ
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
奨
学
金
に

つ
い
て
は
、
一
般
、
地
方
創
生
、

明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
特

別
枠
等
が
あ
る
。
内
容
も
違
っ

て
い
る
の
で
、
ど
う
い
う
ふ
う

に
調
整
さ
れ
る
の
か
指
示
に
従

う
こ
と
に
な
る
。

　

給
食
費
は
、
学
校
給

食
法
で
保
護
者
負
担
と

な
っ
て
い
る
が
、
奨
学
金
に
つ

い
て
は
無
利
子
で
地
元
企
業
等

で
３
年
間
働
い
た
ら
返
済
し
な

く
て
よ
い
市
町
村
も
で
て
き
て

い
る
が
。

　

給
食
費
は
保
護
者
負

担
と
な
っ
て
お
り
、
今

県
の
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課

で
精
査
し
て
い
る
と
き
い
て
い

る
。
奨
学
金
は
無
利
子
で
進
め

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
を

と
っ
て
い
く
の
か
は
精
査
し
な

い
と
い
け
な
い
。

18
・
19
才
の
投
票
結
果
は

　

参
議
院
選
挙
の
18
才
、

19
才
の
期
日
前
投
票
率

の
結
果
と
投
票
率
が
低
か
っ
た

原
因
は
。

　

投
票
結
果

　
　
　

18
才　

男
27
・
03
％

　
　
　
　
　
　

女
43
・
33
％　

　
　
　

19
才　

男
20
・
88
％

　
　
　
　
　
　

女
18
・
82
％　

　
　
　

期
日
前
投
票

　
　
　

18
才　

9
・
28
％

　
　
　

19
才　

9
・
66
％

　

市
内
３
高
校
で
模
擬
投
票
、

選
挙
ミ
ニ
講
座
等
、
選
挙
啓
発

講
座
を
行
い
独
自
の
取
組
と
投

票
を
呼
び
か
け
る
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
発
送
。
県
内
初
の
取

り
組
み
と
し
て
南
日
本
新
聞
に

も
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
が
投

票
結
果
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。

知事の交代で市への
影響は

諏　訪　信　一　議員
市長／方針等を示された後に検討

問

問問

問

問

問

問

答答

答

答

答

答答
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篠
原
下
目
丸
線
（
舟

ノ
川
集
落
内
市
道
）
の

27
年
度
工
事
と
、
今
年
度
工
事

予
定
は
。

　

27
年
度
工
事
と
し
て

延
長
１
４
０
ｍ
、
道

路
幅
員
５
ｍ
が
、
事
業
費

５
３
０
０
万
円
で
完
成
し
て
い

る
。
今
年
度
、
残
り
の
２
２
０

ｍ
を
、
２
０
５
０
万
円
の
事
業

費
で
完
了
予
定
で
あ
る
。

　

大
田
木
ノ
氏
線
歩
道

設
置
工
事
の
状
況
は
ど

う
か
。　

全
体
計
画
が
４
７
０

ｍ
、
車
道
が
６
ｍ
に
、

１
・
５
ｍ
歩
道
を
設
け
、
道
路

全
体
幅
員
を
７
・
８
ｍ
位
に
な

る
予
定
と
し
、
総
事
業
費
が

６
０
０
０
万
円
ほ
ど
に
な
る
。

測
量
設
計
の
業
務
が
完
了
し
、

28
年
度
は
用
地
と
補
償
の
予
算

と
し
て
２
５
０
万
円
確
保
し
て

い
る
。
29
年
度
以
降
の
工
事
予

定
で
あ
る
。

大
口
東
小
学
校
の

補
修
工
事
予
定
は

　

体
育
館
床
補
修
工
事

は
来
年
夏
休
み
に
で
き

る
の
か
。

　

床
板
の
み
の
修
繕
で

は
な
く
土
台
ま
で
交
換

す
る
必
要
が
あ
る
。
学
校
側
と

調
整
す
る
中
、
今
年
度
の
事
業

執
行
は
行
わ
ず
、
来
年
度
の
夏

休
み
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

来
年
度
、
校
舎
の
外

壁
、
床
張
り
工
事
は
予

定
し
て
い
る
の
か
。

　

各
小
学
校
の
校
舎
の

外
壁
工
事
は
、
国
の
防

災
機
能
強
化
事
業
の
交
付
金
を

利
用
し
進
め
て
い
る
。
６
月
に

県
へ
実
施
に
係
る
計
画
書
を
提

出
し
国
、
県
か
ら
内
示
を
受
け
、

大
口
東
小
学
校
は
、
来
年
度
実

施
予
定
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
壁
補
修
工
事
と
同

時
に
教
室
床
改
修
工
事
も
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
の
完
成
年
度
は

鶴　

田　

公　

紀　
議
員

生活道路の整備進捗
は

前　田　和　文　議員
市長／県と交渉し完成を早めたい

市
長
／
平
成
30
年
３
月
予
定

　

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
の
完
成
年
度
、
放

流
先
と
曽
木
の
滝
公
園
整
備
の

景
観
と
の
関
連
、
合
併
浄
化
槽

の
整
備
状
況
、
現
処
理
施
設
の

跡
地
利
活
用
は
。

　

現
施
設
は
地
元
の
協

力
で
延
長
し
て
使
用
し

て
い
る
。
新
衛
生
セ
ン
タ
ー
は

曽
木
深
川
地
区
に
生
活
環
境
調

査
を
行
い
、
今
年
４
月
15
日
起

工
式
を
行
い
、
平
成
30
年
３
月

20
日
前
後
が
完
成
予
定
。
放
流

先
は
広
域
農
道
沿
い
に
放
流
管

を
布
設
、
曽
木
の
滝
分
水
路
の

最
下
流
部
で
川
内
川
に
放
流
す

る
の
で
公
園
整
備
や
景
観
に
影

響
は
な
い
と
考
え
る
。
合
併
浄

化
槽
、
水
洗
ト
イ
レ
使
用
人
口

64
・
３
％
で
あ
る
。
跡
地
の
問

題
は
大
型
タ
ン
ク
、
機
械
、
器

具
の
施
設
建
物
で
再
利
用
は
難

し
い
。
施
設
は
解
体
を
優
先
に

検
討
す
る
が
跡
地
利
用
は
白
紙

の
状
態
で
今
後
検
討
す
る
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

　

農
業
は
職
の
原
点
で

あ
る
。
農
業
問
題
は
国

県
市
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
が
各
種

補
助
制
度
等
で
対
応
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
が
、
就
農
者
は
高

齢
者
が
多
く
、
後
継
者
不
足
の

問
題
は
歴
然
で
あ
る
。
ま
た
、

耕
作
放
棄
地
増
も
山
間
部
よ
り

増
加
傾
向
は
現
実
の
問
題
で
あ

る
。
自
助
努
力
は
無
理
、
行
政

の
公
助
対
策
は
。

　

公
助
は
、
国
も
農
業

後
継
者
を
含
め
た
新
規

の
研
修
を
受
け
る
期
間
を
設

け
、
そ
の
間
収
入
が
な
い
の
で

青
年
就
農
給
付
金
事
業
を
用
意

し
て
後
継
者
や
新
規
就
農
者
を

育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
耕
作

放
棄
地
発
生
防
止
策
は
、
傾
斜

の
あ
る
農
業
生
産
条
件
の
不
利

な
中
山
間
地
域
に
増
加
傾
向
が

あ
る
が
生
産
活
動
を
維
持
支
援

す
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
、
あ
る
い
は
多
面
的
機
能
支

払
制
度
を
活
用
し
て
何
と
か
放

棄
地
増
加
防
止
に
努
力
し
て
い

る
現
状
で
あ
る
。

問

問

問

問

答

答

答

答答 問問

答
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企
業
誘
致
は
地
域
、

地
場
の
産
業
振
興
を
目

的
と
し
て
、
ま
た
財
政
面
、
雇

用
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。
旧
大
口
市
・
菱
刈

町
時
代
に
も
多
く
の
企
業
と
立

地
協
定
を
結
び
大
き
く
貢
献
し

て
今
に
繋
が
っ
て
い
る
。
誘
致

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　

か
つ
て
地
方
に
誘
致

さ
れ
て
い
た
分
野
は
ほ

と
ん
ど
海
外
に
進
出
の
形
を
と

り
、
国
内
に
お
い
て
も
港
な
い

し
空
港
に
近
い
と
こ
ろ
を
優
先

的
に
考
え
る
現
状
に
あ
り
難
し

い
。
今
は
、
住
友
あ
る
い
は
三

菱
な
ど
の
系
列
等
に
頼
り
な
が

ら
企
業
訪
問
を
重
ね
て
い
る
。

現
在
、
カ
ミ
チ
ク
が
伊
佐
牧
場

夢
さ
く
ら
館
店
を
運
営
し
て
お

り
、
最
も
地
元
密
着
で
大
切
な

こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
初
年
度

と
し
て
加
工
品
の
売
上
げ
も
順

調
な
伸
び
で
、
チ
ー
ズ
等
新
し

い
も
の
に
も
取
組
み
、
今
後
さ

ら
に
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

カ
ミ
チ
ク
グ
ル
ー
プ

と
の
連
携
強
化
を
図
る

こ
と
が
非
常
に
大
切
と
考
え
る
。

ま
た
、
ビ
ー
ス
マ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
飼
料
用
米

を
活
か
し
た
飼
料
製
造
事
業
を

誘
致
で
き
な
い
か
。

　

現
在
、
さ
つ
ま
町
と

一
緒
に
、
体
験
型
観
光

を
進
め
る
※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
置
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
中
に
、
カ
ミ
チ
ク
も
入
り
議

論
を
し
て
お
り
、
今
後
も
観
光

や
特
産
な
ど
の
面
で
一
緒
に
連

携
し
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
る
。
事
業
の
誘
致
に
つ
い
て

は
、
カ
ミ
チ
ク
の
運
営
方
針
と

飼
料
用
米
の
必
要
性
を
農
家
に

対
し
て
常
々
伝
え
て
い
る
。
農

家
の
意
識
が
今
の
段
階
に
お
い

て
模
様
を
見
て
い
る
状
況
で
あ

り
徐
々
に
し
か
耕
作
面
積
は
増

え
て
い
か
な
い
が
、
今
後
に
期

待
し
て
い
る
。
そ
の
か
わ
り
Ｗ

Ｃ
Ｓ
は
順
調
な
伸
び
で
取
引
さ

れ
て
い
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
：
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」

を
引
き
出
す
と
と
も
に
地
域
へ

の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る

「
観
光
地
経
営
」の
視
点
に
立
っ

た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り

役
と
し
て
多
様
な
関
係
者
と
協

議
し
な
が
ら
、
戦
略
を
策
定
。

こ
の
戦
略
を
着
実
に
実
施
す
る

た
め
の
調
整
機
能
を
備
え
た
法

人
。

自
然
型
体
験
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ

の
応
募
は

柿
木
原　

榮　

一　
議
員

企業との連携強化を
図れ

緒　方　重　則　議員
市長／今後に期待する

市
長
／
セ
ル
ビ
ス（
本
社
堺
市
）が
関
心
を
示
し
て
い
る

　

６
月
議
会
以
降
、
伊

佐
市
、
さ
つ
ま
町
で
約

５
２
０
０
万
円
を
か
け
、ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
一
環
と
し
て
自
然
型
体
験
Ｄ

Ｍ
Ｏ
協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
動
き
並
び
に
協
議
会
の
設

立
メ
ン
バ
ー
は
。

　

３
回
の
協
議
会
を
開

催
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
６
で
研
修
し
、

活
動
を
す
る
区
域
決
定
、
地
域

資
源
の
確
認
、
戦
略
に
関
す
る

地
域
の
強
み
と
弱
み
、
相
手
に

な
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
コ
ン
セ
プ

ト
等
を
中
心
に
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
関
係
す
る
団
体
の
方

が
主
体
的
に
な
っ
て
事
業
計
画

書
を
立
ち
上
げ
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

中
心
に
な
る
と
い
う
方
は
い
な

か
っ
た
。

　

自
然
型
体
験
Ｄ
Ｍ
Ｏ

へ
の
参
加
応
募
は
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
行
政
は

ど
の
程
度
関
与
す
る
の
か
。

　

曽
木
の
滝
観
光
協
会

に
属
し
て
い
る
セ
ル
ビ

ス
が
関
心
を
示
さ
れ
、
事
業
計

画
を
立
て
て
、
協
議
会
で
認
め

る
。
う
ま
く
観
光
庁
の
申
請
に

間
に
合
う
形
で
参
加
し
て
頂
く
。

行
政
は
、
許
認
可
の
手
伝
い
、

地
域
住
民
と
の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
一
助
を
果

た
す
。地

方
創
生
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
で
地
域
の

再
編
は
必
要
だ
と
思
う

が
、
国
土
交
通
省
は
連
携
中
枢

都
市
圏
構
想
、
経
済
産
業
省
は

都
市
雇
用
圏
を
出
し
た
が
ど
の

よ
う
に
思
う
か
。

　

中
枢
都
市
圏
構
想

等
は
国
が
打
ち
出
し
、

30
万
人
を
確
保
、
連
携
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
が
具
体

的
な
動
き
が
無
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
だ
と
思
う
。

　

大
口
都
市
計
画
の
種

別
の
区
割
り
が
あ
っ
た

が
、
審
議
会
等
で
見
直
す
可
能

性
は
。　

審
議
会
は
、
今
後
、

見
直
す
課
題
が
な
い

の
で
、
現
在
は
な
い
。

問

問

問問

問

問

答答

答

答答

答
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Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
を
栽

培
す
る
と
、
反
当
り

８
万
円
の
助
成
金
と
裏
作
で

１
万
５
千
円
、
計
９
万
５
千
円

に
な
る
。
飼
料
用
米
の
栽
培
を

す
る
と
13
万
８
千
円
を
、
売
り

上
げ
て
い
る
人
が
い
る
。
両
方

と
も
元
肥
に
堆
肥
、
追
肥
を
少

し
で
経
費
も
少
な
く
な
る
。
ま

た
、
専
用
品
種
を
作
付
す
る
と
、

虫
も
付
き
に
く
く
、
農
業
所
得

の
向
上
に
な
り
、
食
用
米
も
値

上
が
り
す
る
。
伊
佐
市
と
し
て

も
、
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

う
ま
く
制
度
を
利
用

す
る
と
、
非
常
に
良
い

販
売
額
に
な
る
と
思
う
。
国
も

需
要
と
供
給
と
い
う
こ
と
で
、

一
番
考
え
て
い
る
。
食
用
の
供

給
量
が
増
え
る
と
、
値
下
が
り

す
る
の
で
、
下
が
ら
な
い
供
給

量
を
維
持
し
な
が
ら
Ｗ
Ｃ
Ｓ
、

あ
る
い
は
飼
料
用
米
と
い
う
こ

と
で
、
ほ
地
の
利
用
を
今
後
政

策
の
中
で
進
め
て
い
く
。

　

伊
佐
市
創
生
総
合

戦
略
に
関
す
る
次
の

点
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

⑴　

２
０
６
０
年
目
標
人
口
は

１
万
５
千
人
だ
。
ど
の
よ
う
な

姿
に
な
る
か
。
目
標
の
見
直
し

の
余
地
は
な
い
か
。

⑵　

明
光
学
園
生
に
よ
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
と
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
導
入
の
農

業
後
継
者
育
成
実
現
。

⑶　

６
次
産
業
化
の
実
情
（
５

年
間
で
目
標
30
者
）

⑷　

交
流
人
口
の
増
（
５
年
後

の
目
標
70
万
人
）
で
定
住
増
を

図
る
が
、
増
加
の
見
込
み
と
効

果
。

⑸　

農
地
取
得
の
下
限
面
積
を

移
住
定
住
に
限
り
10
ア
ー
ル
に

で
き
な
い
か
。

　

⑴　

人
口
減
少
に

伴
い
、
病
院
・
施
設
・

学
校
・
商
店
等
の
イ
ン
フ
ラ
が

縮
小
す
る
。
小
さ
な
ま
ち
で
も

活
性
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ

る
の
で
参
考
に
し
つ
つ
ゆ
っ
く

り
と
ダ
ウ
ン
サ
イ
ズ
化
す
る
。

集
落
と
イ
ン
フ
ラ
を
繋
ぐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
な
い
と
不

便
な
も
の
に
な
る
。
目
標
は
経

過
的
な
状
況
を
見
な
が
ら
配
慮

し
た
い
。

⑵　

女
子
高
生
の
ア
イ
デ
ア
が

評
価
さ
れ
た
が
、
現
実
は
そ
の

と
お
り
の
実
現
は
難
し
い
。
ア

イ
デ
ア
の
主
旨
は
生
か
し
た

い
。

⑶　

高
い
目
標
を
設
定
し
た
。

27
年
は
２
件
、
28
年
は
３
件
の

見
込
み
。

⑷　

交
流
人
口
増
が
、
即
定
住

人
口
増
と
一
概
に
は
言
え
な

い
。
交
流
人
口
増
を
通
し
て
宿

泊
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
経
済
効

果
を
見
込
む
。

⑸　

経
営
安
定
や
農
地
集
積
上

の
虫
食
い
を
防
ぐ
等
の
理
由

で
、
一
定
規
模
以
上
に
な
ら
な

い
と
許
可
で
き
な
い
。
本
市
で

は
平
成
27
年
度
か
ら
30
ア
ー
ル

に
変
え
た
。
下
限
の
実
情
は
鹿

児
島
市
と
霧
島
市
が
20
ア
ー

ル
、
他
市
は
30
ア
ー
ル
。
県
農

連
絡
協
の
協
議
で
は
10
ア
ー
ル

は
難
し
い
と
の
こ
と
。
今
後
そ

の
よ
う
な
特
例
が
な
い
か
県
を

通
じ
て
調
査
し
て
み
た
い
。

飼
料
用
米
の
機
械
補
助
は

　

飼
料
用
米
と
主
食
用

米
が
、
混
入
し
な
い
で

面
積
を
増
や
す
に
は
、
コ
ン
バ

イ
ン
や
乾
燥
機
等
を
、
完
全
に

別
に
し
て
、
共
同
刈
取
・
乾
燥

を
し
て
い
く
の
が
、
一
番
大
事

だ
と
思
う
。
機
械
等
の
補
助
は

な
い
か
。

　

県
単
事
業
が
あ
る
。

事
業
名
で
、
活
動
火
山

周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事

業
・
降
灰
事
業
に
な
る
が
、
Ｗ

Ｃ
Ｓ
の
刈
取
等
、
そ
の
事
業
で

機
械
購
入
等
さ
れ
て
い
る
。

希
望
を
持
て
る
総
合
戦

略
を

岩　

元　

克　

頼　
議
員

市
長
／
現
実
に
即
し
て
す
す
め
る

左近充　　諭　議員
市長／政策の中で進めていきたい

新規需要米で農業所
得向上を

問

問

問

答

答

答
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市
営
住
宅
の
戸
数
と

入
居
率
、
小
水
流
住
宅

の
建
替
を
行
っ
て
い
る
が
、
状

況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
営
住
宅
の
管
理
戸

数
は
５
８
８
戸
、
入
居

可
能
戸
数
５
２
６
戸
、
入
居
戸

数
４
５
９
戸
、
入
居
率
87
％
で

あ
る
。
小
水
流
団
地
の
全
体
計

画
は
２
Ｄ
Ｋ
平
屋
建
と
３
Ｄ
Ｋ

の
一
部
二
階
建
の
住
宅
で
10
棟

の
20
戸
で
あ
る
。
28
年
度
の
建

設
戸
数
は
５
棟
10
戸
と
集
会
施

設
で
あ
る
。

　

今
後
の
市
営
住
宅
の

廃
止
及
び
新
築
、
建
替

に
つ
い
て
伺
う
。

　

住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
の
見
直
し
中
で
あ
る

が
、
用
途
廃
止
予
定
の
団
地
は
、

建
設
年
が
昭
和
26
年
か
ら
59
年

ま
で
の
耐
用
年
数
の
過
ぎ
た
木

造
平
屋
建
て
の
住
宅
を
主
と
し

た
24
ヶ
所
、
１
０
７
戸
を
廃
止

計
画
と
し
て
い
る
。
建
替
に
つ

い
て
は
、
民
間
住
宅
の
増
加
や

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
と
の

整
合
性
、
社
会
動
態
等
な
ど
を

慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

　

人
口
増
対
策
と
し

て
「
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
環
境
」
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、

①
出
生
率
の
目
標
値
は
２
・
14

人
と
あ
る
。
今
後
上
が
っ
て
い

く
の
か
。

②
不
妊
治
療
は
国
の
補
助
に
加

え
て
市
単
独
補
助
も
あ
る
。
周

知
し
て
い
る
か
。

③
保
育
料
の
第
３
子
か
ら
の
無

料
化
に
よ
る
市
の
負
担
は
。

④
病
児
病
後
児
保
育
は
他
か
ら

の
要
望
は
な
い
か
。

⑤
小
児
科
医
の
対
応
は
。

⑥
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
の

考
え
は
。

⑦
長
島
町
の
ブ
リ
１
本
に
１
円

寄
付
す
る
「
ブ
リ
奨
学
金
」
は

島
に
戻
る
と
返
済
分
を
基
金
か

ら
肩
代
わ
り
す
る
制
度
で
あ

る
。「
伊
佐
米
奨
学
金
」
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　

①
現
在
の
出
生
率

１
・
90
人
を
さ
ら
に
上

げ
る
た
め
に
は
働
く
場
が
必
要
。

②
25
年
度
は
０
件
、
26
年
度
17

件
、
27
年
度
14
件
と
周
知
さ
れ

て
い
る
。

③
３
千
万
円
で
県
内
は
伊
佐
市

の
み
。

④
27
年
度
利
用
は
延
べ
85
人
、

他
保
育
園
、
保
護
者
か
ら
の
要

望
は
な
い
。

⑤
県
立
北
薩
病
院
に
３
人
、
民

間
病
院
も
あ
り
支
障
は
な
い
。

⑥
中
学
生
ま
で
無
料
化
と
し
た

場
合
６
千
万
円
の
負
担
と
な
る
。

⑦
夢
あ
る
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
が
、

米
の
場
合
Ｊ
Ａ
、
民
間
業
者
、

ネ
ッ
ト
販
売
等
も
あ
り
難
し
い
。

　

子
育
て
日
本
一
を
掲

げ
る
島
根
県
邑お

う
な
ん
ち
ょ
う

南
町

は
子
育
て
支
援
制
度
に
よ
り
出

生
率
２
・
65
人
で
１
５
０
人
が

定
住
し
た
。
市
長
が
掲
げ
る
最

優
先
は
な
に
か
。

　

働
く
場
の
確
保
で

あ
る
。

プ
ル
タ
ブ
・
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

運
動
の
推
進
に
つ
い
て

　

プ
ル
タ
ブ
で
車
椅

子
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

で
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン

と
い
う
運
動
が
全
国
展
開
さ
れ

本
市
で
も
小
学
校
等
で
収
集
し

て
い
る
。
環
境
・
資
源
・
福
祉

を
テ
ー
マ
に
伊
佐
市
全
体
で
取

り
組
め
な
い
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

つ
な
い
で
行
く
。
環

境
教
育
は
教
育
活
動
の
中
で

非
常
に
重
要
で

あ
り
、
さ
ら
に

福
祉
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
で
教

育
効
果
が
上
が

る
。

児
童
・
生
徒
の
体
力
、

競
技
等
に
つ
い
て

　

小
中
学
生
の
体
力
測

定
に
つ
い
て
伺
う
。

　

昨
年
度
の
小
学
５
年

生
に
つ
い
て
は
、
８
種

目
中
男
子
は
５
種
目
で
、
女
子

は
６
種
目
で
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
。
中
学
２
年
生
は
８
種

目
の
う
ち
、
男
子
は
１
種
目
で
、

女
子
は
３
種
目
で
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。

　

大
口
中
央
中
の
競
技

力
に
つ
い
て
伺
う
。

　

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し

２
年
目
に
な
っ
て
い
る

が
、
教
科
体
育
や
部
活
に
お
い

て
生
徒
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る

姿
が
み
ら
れ
て
い
る
。
特
に
部

活
に
お
い
て
は
、
各
種
大
会
で

好
成
績
を
収
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
県
大
会
に
お
い

て
も
陸
上
、
野
球
等
８
種
目
、

部
活
動
以
外
で
も
柔
道
、
カ

ヌ
ー
等
県
大
会
に
出
場
し
て
い

る
。

産
み
育
て
る
環
境
の

充
実
で
人
口
増
を

福　

本　

千
枝
子　
議
員

市
長
／
働
く
場
の
確
保
が
最
優
先

沖　田　義　一　議員
市長／社会動態等を見ながら慎重に

市営住宅の廃止・建
替について

問

問

問

問

問問

問

答

答

答

答答

答答
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財
政
調
整
基
金
の
額

が
市
民
一
人
あ
た
り
に

換
算
す
る
と
県
下
で
突
出
し
て

い
る
が
、
３
月
議
会
で
市
長
は

「
地
方
債
が
多
額
で
あ
る
た
め

１
７
０
億
円
ま
で
貯
め
る
」
と

答
弁
し
た
。
地
方
債
１
３
７
億

円
（
26
年
度
決
算
）
に
は
臨
時

財
政
対
策
債
も
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
。

返
済
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
の

は
間
違
い
だ
。

　

国
の
方
針
で
交
付
税

の
総
額
抑
制
が
行
わ
れ

て
お
り
、
今
後
の
財
政
運
営
は

厳
し
く
な
る
。
臨
財
債
は
財
政

健
全
化
法
の
健
全
化
判
断
比
率

の
ほ
う
で
は
そ
の
額
を
差
し
引

い
た
形
で
計
算
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　

貯
め
込
み
は
や
め
て
、

生
活
道
路
の
改
善
や
市

民
要
求
に
基
づ
く
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
適
正
に
行
う
よ
う
求
め
る
。

　

生
活
道
路
に
つ
い
て

は
財
政
と
は
直
接
関
係

は
な
い
。
村
づ
く
り
方
策
を
企

画
政
策
課
に
出
し
て
い
た
だ
き
、

優
先
順
位
が
出
て
く
る
中
で
仕

分
け
し
な
が
ら
整
備
し
て
い
く
。

ゴ
ミ
袋
を
値
下
げ
せ
よ

　

ゴ
ミ
袋
の
価
格
が
県

下
で
高
い
ほ
う
か
ら
２

番
目
の
額
で
あ
り
住
民
の
中
か

ら
も
高
く
て
大
変
だ
と
の
声
が

あ
が
っ
て
い
る
。
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に

よ
れ
ば
自
治
体
内
の
ゴ
ミ
処
理

は
市
町
村
が
責
任
を
持
つ
。
住

民
が
費
用
を
負
担
す
る
の
は
法

律
に
照
ら
し
て
ど
う
な
の
か
。

　

全
国
の
ケ
ー
ス
の
見

解
か
ら
地
方
自
治
法
に

は
抵
触
し
な
い
と
理
解
し
て
い

る
。

　

多
く
の
住
民
が
困
っ

て
い
る
状
況
が
あ
れ
ば

値
下
げ
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

　

全
国
的
に
は（
１
枚
）

30
円
は
普
通
の
価
格
で

あ
る
。
ゴ
ミ
の
減
量
の
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
、
１
人
当
た
り

２
万
５
千
円
の
処
理
費
用
を
か

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
欲
し
い
。

畑　中　香　子　議員
市長／今後の財政運営厳しくなる

総括質疑
発　言　者 質　疑　事　項

福　本　千枝子
１　議案第79号

　伊佐市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

山　下　和　義
１　議案第96号

　平成28年度伊佐市一般会計補正予算（第６号）

貯め込みやめて
市民のために

問

問問

問

答

答

答

答
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ありがとうございました

諏訪　信一　議員

Ｈ１９． ４．２２　
旧大口市議会議員  当　　選
Ｈ２８．１１．２９
伊佐市議会議員　  任期満了

市来　弘行　議員

Ｈ１１． ４．２５
旧菱刈町議会議員  当　　選
Ｈ２８．１１．２９
伊佐市議会議員　  任期満了

岩元　克頼　議員

Ｓ６２． ４．２６
旧大口市議会議員　当　　選
Ｈ１１． ５． ６
旧大口市議会
第２５代議長　　　就　　任
Ｈ２８．１１．２９
伊佐市議会議員　　任期満了

中村　周二　議員

Ｈ　７． ４．２３   当　　選
Ｈ１７． ５． ２　
旧菱刈町議会
第30代副議長　 　 就　　任
Ｈ２６．１２．２
伊佐市議会
第３代副議長　　  就　　任
Ｈ２８．１１．２９
伊佐市議会議員　  任期満了

丸田　和時　議員

Ｈ１１． ４．２５
旧大口市議会議員　当　　選
Ｈ１７． ５． ６
旧大口市議会
第２８代副議長　　就　　任
Ｈ２０．１２．１０
伊佐市議会
初　代　議　長　　就　　任
Ｈ２４．１２． ３
伊佐市議会
第３代議長　　　　就　　任
Ｈ２６．１２． ３
伊佐市議会
第４代議長　　　　就　　任
Ｈ２８．１１．２９
伊佐市議会議員　　任期満了
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閉会中の議会活動

秋の全国交通安全運動　人の波作戦

第13回　肥薩四市議会議長会

伊佐市に新設特別支援学校設置を
求める要望活動
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議会映像マルチメディア配信サービス

議会だより　編集部

委
員
長

　
　
今
村
　
謙
作

副
委
員
長

　
　
緒
方
　
重
則

委
員

　
　
森
山
　
良
和

　
　
畑
中
　
香
子

　
　
久
保
　
教
仁

　
　
森
田
　
幸
一

伊佐市議会の議会中継、録画が

　伊佐市議会のホームページ左のバナーから伊佐市議会をタップ→議会インターネッ
ト中継をタップ

■ 映像再生プレーヤーについて
議会映像を再生するには、Flash Player プラグインのインストールが必要な場合が
あります。

■ 接続回線について
インターネットへの接続は FTTH（光ケーブル回線）、ADSL、CATV などのブロー
ドバンドアクセス回線 (500Kbps 程度以上の接続環境 ) でご覧頂く事を推奨いたしま
す。

■ 画質が悪い、動画が途切れる、音声しか聞こえないなどのトラブルについて
最適な画質で動画を配信していますが、お客様の回線状況によっては、ご覧になれな
い（なりにくい）場合や画質が低下することがあります。

■ ブラウザなどの環境について
映像配信サイトは主なブラウザでご視聴いただけますが、ブラウザソフトによっては、
レイアウトや表示・機能が正常に行われない場合があります。

議会広報等特別委員会

２年間、ありがとうございました。
今後も伊佐市議会だよりをよろしくお願い
いたします。

スマートフォンやタブレットでも

御覧になれます！！
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編
集
後
記

　

さ
わ
や
か
な
秋
風
と
や
わ
ら
か
い
日
差
し
。

長
く
続
い
た
夏
の
暑
さ
か
ら
一
変
、
厳
し
い
冬

を
迎
え
る
前
の
、
ひ
と
時
の
心
地
よ
さ
を
感
じ

ら
れ
る
季
節
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
は
秋
と
言
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
か
？
ス
ポ
ー
ツ
・
読
書
・
行
楽
…
一
年
の
中

で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
、
そ
の

中
で
発
見
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
夏
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

４
年
に
一
度
の
大
会
で
す
が
、
選
手
に
と
っ

て
は
そ
の
一
瞬
、
そ
の
場
に
た
ど
り
着
く
ま
で

に
、
自
分
の
限
界
に
挑
戦
す
る
真
摯
な
姿
、
そ

し
て
日
々
の
努
力
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
は
、
新
た
な
発
見
へ
と
繋
が

り
、
そ
れ
が
自
分
の
向
上
に
も
結
び
付
い
て
い

く
の
で
し
ょ
う
。
期
待
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
周

囲
の
眼
差
し
を
受
け
て
日
々
精
進
し
て
い
く
姿

勢
が
、
４
年
に
一
度
の
大
舞
台
で
結
果
を
生
み

だ
す
力
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
多
く
の

支
え
に
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多

く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

さ
て
、
米
ど
こ
ろ
伊
佐
市
で
は
、
稲
刈
り
を

終
え
ら
れ
た
方
々
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
黄
金

色
に
輝
く
田
園
風
景
は
、
ま
さ
に
伊
佐
市
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
金
メ
ダ
ル
絶
景
で
す
。

　

食
欲
の
秋
。
食
材
を
味
わ
い
、
楽
し
め
る
喜

び
に
感
謝
し
な
が
ら
、
い
っ
ぱ
い
伊
佐
米
を
食

べ
て
、
そ
の
お
い
し
さ
に
感
動
し
ま
し
ょ
う
。

森　

山　

良　

和

　

一
瞬
の
光
芒
を
放
ち
、
夜
空
を
流
れ
る
流
れ
星
。
通
常
見
か

け
る
流
れ
星
は
、
直
径
５
ミ
リ
に
足
ら
な
い
石
粒
が
地
球
の

大
気
と
の
摩
擦
で
燃
え
上
が
り
見
ら
れ
る
現
象
で
す
。
こ
れ
が

握
り
こ
ぶ
し
大
の
石
だ
と
閃
光
を
放
つ
「
火
球
流
星
」
に
な
り

ま
す
。
明
治
19
年
10
月
26
日
午
後
３
時
ご
ろ
、
伊
佐
市
一
帯
に

突
然
雷
の
よ
う
な
爆
音
が
響
き
渡
り
、
多
く
の
隕
石
が
落
下
し

ま
し
た
。
大
気
と
の
摩
擦
熱
で
大
き
な
隕
石
が
爆
発
し
、
破
片

と
な
っ
て
伊
佐
市
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
へ
落
下
し
た
の
で
す
。
資

産
的
、
資
料
的
価
値
が
高
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
海
外
へ
流
出

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
平
成
13
年
に
鹿
児
島
県
立
博
物
館
が

そ
の
ひ
と
つ
を
買
い
戻
し
、
県
指
定
天
然
記
念
物
「
さ
つ
ま
隕

石
」
と
し
て
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
１
３
０
年
前
、
伊
佐
に
落
ち

て
き
た
隕
石
、
伊
佐
市
民
と
し
て
は
一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。

文　
左
近
充　
円

い
さ
の
夜
空

い
さ
の
夜
空

編
集
・
発
行
責
任
者

　
議
　
長

　
　
　
丸
　
田
　
和
　
時

　
議
会
広
報
等特

別
委
員
会

　
　
委
員
長

　
　
　
今
　
村
　
謙
　
作

　
　
副
委
員
長

　
　
　
緒
　
方
　
重
　
則

　
　
委
　
員

　
　
　
森
　
山
　
良
　
和

　
　
　
畑
　
中
　
香
　
子

　
　
　
久
　
保
　
教
　
仁

　
　
　
森
　
田
　
幸
　
一

６日（金） 本会議（最終日）

１日（木） 本会議（招集日）

２日（金） 本会議（２日目）

14日（水） 本会議（３日目）一般質問

15日（木） 本会議（４日目）一般質問

16日（金） 本会議（５日目）一般質問

20日（火） 本会議（６日目）総括質疑

21日（水） 総務産業委員会

22日（木） 文教厚生委員会

平成28年
第4回定例会のお知らせ

「さつま隕石」鹿児島県立博物館　所蔵

議会中継を自宅等のインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）

【伊佐市ホームページ】
↓

【伊佐市議会】
↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎・菱刈庁舎・
ふれあいセンター・まごし館でも
議会ライブ中継をご覧になれます。

○定例会は午前 10 時開会です。

１月

12月

平成28年
第4回定例会のお知らせ


